キャンセル：操作を中止します。 

削除 ：画像ファイルを削除します。（取り消せません） 

スライド：選んだ画像から、スライドショーを開始します。 
回転 ：画像を回転します。（ただし、電源を切ると元 

の方向に戻ります） 

コピー:選んだ画像を内蔵メモリーにコピーします。 

(内蔵メモリの画像を選んでいる場合、この項 
目は表示されません） 

(3) 再度、背面の情ボタン]を1回押せば、スライドシヨーに戻ります。 


記録されている画像の総- ' 

数と、選キ尺している画像の 
順番を表示しています。 

ファイル名を表示しています。-1 

赤外線ポートより受信されたファイルは、 
lrDA _0001 というファイル名になります。下4巧 
は、0001から順番に番号が自動で付けられます。 

ファイルの作成日を表示しています。- 

赤外線ポートより受信されたファイルは、本製品が、時計を内蔵 
していないため正しい作成曰は表示されません。 

《フオルダーをは表示されません。表示される順截ホ、啟定 1] 
メニュー「スライドシヨー順番」で設定された順番です。 


(2) ファイル管理画面がき示されたら、[▼上][▲下]ボタンでメディ 
アを選び、[►も]ボタンでサムネイルに移動します。 

①[▼上][▲下]ボタンで画像を選びます。 

感選んだ画慷で、[►ち]ボタンを押せば、サブメニューが表示さ 
れます。 

感[▼上][▲下]ボタンで命令を選び、[赤ボタン]を巧して実行 
します。 


(2) 盾ボタン]を押すことでスライドショーに戻ります。 

スライドショーに戻った直勘ま、設定メニューに移る前の画慷が 
表示されていますが、みの画像から SD 力ード内の画像になります。 


4. USB フラッシュ巧のデータを再生する 


(1) 本体側面の USB フラッシュポートに USB フラッシュを挿入します。 
USB フラッシュを挿入すると、が下のサムネイル画面が自動で表 
示されます。また、画面左中の USB フラッシュのアイコンに水色の 
マークが追加されています。 


口）情ボタン]を押すことでスライドシヨーに戻ります。 

スライドショーに戻った直勘よ、設定メニューに移る前の画慷が 
表示されていますが、次の画像から USB フラッシュ巧の画像にな 
ります。 


メディアに保をされている画像をサムネイル表示します。 
内蔵メモリの空き容量を示しています。 

選んでいる画像を扼大表示します。 


([内蔵メモリ空き容量：1039255 kbyte 1 


m 

励 

— 
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左： < 右： ► 上:▲下:’ 



1 . 本体でファイルを管理する 

(1) 背面の情ボタン]を1回押すと、下記のファイル管理画面が表示 
されます。 

編集したいメディアを選びます。 

下記画面では、内蔵メモリーが選ばれています。そして、 SD が挿入 
されている状態を示しています。 USB フラッシュは挿入されていな 
い状態を示しています。 


3 . SD 力ード巧のデータをち生する 


(1) 本体側面の SD 力ードスロットに SD 力ードを挿入します。 

SD 力ードを挿入すると、な下のサムネイル画面が自動で表示され 
ます。また、画面左上の SD のアイコンに水色のマークが追加され 
ています。 


圍 

メモ 


本製品は、 SDHC 32 GB まで対応しています。 




も...,用飄 

起動のしかた 

(1) 側面の電源スイッチを ON にします。 



電源スイッチ 


(2) 起動中に、「本体をどのように置いて使用しますか」と問い合わせ 
があります(初回起動時のみ)。 

•横置きで使巧する場合与背面の情ボタン]を押します。 

•縦置きで使用する場合与背面の祿ボタン]を押します。 

胃 • 縦置き使用を選択した場合、画像はすべても90度回 
S 転した状態で表示されます。 

みて -設定した内容は、設定画面(裏面参照)で蜜要するこ 
とができます。 



口）自動的に起動し、スライドシヨーが始まります。 


<スライドシヨー再生中の操作方法> 


進むボタン—— 

次の画 f 象を表 
口^します。 


戻るボタン—— 

1個前の画像を 
表。しま 9。 


停止ボタン 
スライドシヨーを一時 
停止させます。 

もう一度同じボタンを 
押せば、スライドシヨ 
一を再開します。 



画像回転ボタン 


スライドショーで表示され 
ている画像を回転させます。 
回転させた画像は、次に表 
示されるときも、回転されて 
ま/」、されます。 


ホが線受信モード 

携帯電話等から、赤外 
線で画像を送る場合に 
は、このボタンを押して、 
待機モードにしてから、 
画像を送ります。 


※図は液晶画面を手前にしています。 


2. 携帯電話から画像を拓送する 

携帯電話から、赤外線通信 ( IrDA ) 、高速赤外線通信 ( IrSimpleTM 、 irSS ™) 
を使用して画傲を転送します。 

(1) 背面の[ホボタン]を押して、待機モードにします。 

※送信せずに、スライドシヨーに戻るには、[青]ボタンを押します。 


み 

ホ列探データ受恒モードでず 
センヴーに向けてデータをを信してくだごい 


(2) 携帯電話を赤外線ポート部分に向けて、赤外線送信を行います。 
本製品と携帯電話の距離は、1日 cm が内で送信してください。 


ま意 


携帯電話の赤外線ポートの場所および送信手 j 憤につ 
いては、携帯電話ごとに異なりますので、携帯電話の 
マニュ乃レを参照してくださし、。 

携帯電話によっては、赤外線送信機能がないものも 
あります。携帯電話のマニュアルを参照してください。 
もしお手持ちの携帯電話がホ外線に対応していな 
い場合、 SD 力ードや USB フラッシュ経由または、/ くソコ 
ン経由で画像をフォトフレーム本体の内蔵メモリーに 
コピーして くださし、。 

本製品が受信可能なファイルサイズは 4 MB までです 
が、携帯電話の機種によっては、通信のファイルサイ 
ズが表示より大きくなり、受信できない場合がありま 
す。 

1が™機能とは、 irSimpleTM 1 .0 準拠の片方向通信機 
能 (Home Application Prolife ) です。 

IrSSTM 通信は、片方向通信のため、受信側からの応答 
を確認せずに送信します。受信側が到ナ取れないとき 
でも、送信側は正常に終了します。 



ホ外線ポート 

この部分をシール等で 
隠さないでください。 
赤外線での受信ができ 
なくなります。 


口）携帯電話からの受信が完了すると、下記の問い合わせメニューが 
表示されます。保存する場合には、背面の陆ボタン]を押してくだ 
さい。 


転送時間は、送る画像の容量や携帯電話に搭載されて 


いるホ外線の規樹こよりまなります。 


m 


受信に成巧しました ■ ■ 

WIIFm な存しますか？ ■ ■ 

キャンセル 保を ^ PI 




•横置さの場合 



参縦置をの場合 



スタンドを背面の巧に是込み、 
カチッとロックされるまで矢巧 
の方向に回します。 


参壁掛けの場合 



BUFFALO 



A 


善告 


ご使用に際してのミ主意事項 


本製品をを全にお使いいただくため、下記ま意事 
項を必ずお守りくださし、。 


C 





■-高速ホ外線ポート 


•本製品を次の場所に設置しないでください。感電•火災の原因 
になったり、製品に悪影響を与える場合があります。 

強い磁界•静電気•震動が発生するところ、平らでないところ、直射日 
光があたるところ、火気の周辺または熱気のこもるところ、漏電•漏水 
の危険があるところ、油煙、湯気、湿気やホコリの多いところ 
•本製品を落としたり、強い衝撃を与えたりしないでください。 

•本製品の分絕や改造や修理を自分でしないでください。 

•本製品を廃棄するときは地方自治体の条例に従ってくださし、。 
•異常を感じた場合は、即座に使用を中止し、弾巧テクニカルサ 
ポートセンターまたはお買い上げの販売店にご相談ください。 


■巧唐品■ガ醒 靖^^^ 


>デジタルフオトフレーム(本体） 


.1 台 



> AC アダプター • 


.1 個 



オト フレーム スタンド…1個 


•取扱説明書(本書)…1個 


社 





>側面 

















晋背當圏舊 


2. パソコンでファイルを管理する 

本製品とパソコンを接続し、パソコンから本製品の内蔵メモリーを閲覧、 
コピーしたり、パソコン内の画像を本製品にコピーしたりすることができ 
ます。 

•ぶ、要なシステム構成 

本機と接続してお使いになるには、於下の推奨動作環境を満たしたパ 
ソコンが'ぶ要です。 

推巽 0 S : Microsoft Windows 7(32/64 bit ) 

Windows Vista SP 1(32/64 bit ) 

Windows XPSP 3 

Windows 2000 professional SP 4 

ポート： USB ポート 


I 

ま意 


1台のパソコンに複数の USB 機器を接続をしたり、または 
! \ブを使用した場合は、不具合が発生することがあります。 
同時に接続された他の USB 機器から本機を操作すること 
はできません。 

データ通信中は USB ケーカレを抜き差ししないでください。 
推奨環境を肅たす、すべてのパソコンについて動イ乍を保 
障するものではありません。 

大きな画像ファイルをコピーすると、本製品の動作が遅く 
なりますので、画像ファイルは 5 MB が下にしてくださし、。 


いれ/コンと接続してファイルをコピーする 


7 j 

ま意 


お使いの 0 S により、画面表示、操作方法は異なることがあり 
ます。 


(1) パソコンと本製品を USB ケースレで接続します。 



に）コンピューター（マイコンピューター）からリムーノシレディスクを 
選び、開きます。 


フ 7 イルのお *® 责モのお巧 iAorn ツ - ルのヘルプ也） 

'' ，し ’I ，す ,. な * む ' 7,ル S 1 ；,- X 巧 I 
.ドド. 


このコンビ;1 -9 じ巧ちされて U るフ7イ化 

r y 冉ちが1；〇卜 

jj ■一 3 Hitnuia のド#1ブ1/卜 

II 川ぃ 1 

し-分口-。ルティス。の） 

リム-/けル E 宙 S ぶあ5デ, W ス 

^^<11. 1 . ル、' 

DVD-RAM l-y-IJ (El ^ 化 -H 加デ州の) 




口）力ーソルをウインドウの中に移動してもクリックし、[新規作成]- 
ロォルダ]をクリックし、作成したフォルダに名前をつけます。 

(4) 作成したフ ォルダーを 開きます。 

(5) コピーしたい画像フ尸イルが保をされているフォルタ'—を開を、ド 
ラッグ•アンド•ドロップでフォルダーにファイルをコピーします。 


ま意 


パソコンから画像を保なするときは、パソコン上で内蔵メ 
モリーにフォルダーを作って、そのフォルダーに保巧してく 
ださし、。保をできる画像ファイル数は、最大2000枚までで 
す。 さらに、ファイルるの長さや文きの種類によって、保を 
できる枚数が減少する場合があります。 

パソコン上で画像ファイルを編集または保存すると、撮影 
日時の情報が変更されたり失われる場合があり、インデッ 
クス表示などが撮影日時の順番で表示されないことがあ 
ります。 

パソコン内の画像ファイルを、本製品の内蔵メモリー保な 
する場合、画像ファイルは圧縮されずに保ちされます。そ 
のため、本製品の内蔵メモリーに保をできる画像の枚数 
が少なくなる場合があります。 

パソコン上で作成、加工した画像ファイルは、本製品では 
表示できない場合があります。また、パソコン上で「読み 
取りき用」属性に設定されている画像ファイルは、本製品 
では削除できません。保をする前に属性を変更してくださ 
い。 


#/ぐノコンとの接続を切断する 

が下の手順でパソコンとの接続を切断してから USB ケーカレをおいた 
り、本磯の電源を切ってくださし、。 

(1) タスクトレイに表示されているアイコンをダカレクリックします。 


•，あ般 一 '• R 旦 


[(を)が ホ か， 


口） rusB 大容量記憶装置デバイス」を選巧し、晦山をクリックします。 
口）取り外すドライブを確認して、 [0 K ] をクリックします。 

(4) パソコンとの切断作業が終了したら、 USB ケースレをおきます。 


a 

注意 


USB ヶーカレを巧くまで本製品の操作はできません。 


本体の設定メニューで、表示ちまなどの設定を変更することができます。 

f . 啟定 1] メニューについて 

•設定項目 

戲定1]/ニューでは、が下の設定を行うことができます。 

-スライドショー時間設定(停止/5秒〜旧） 

-スライドショー効果設定(画像切替時のアニ/ーションのモードを 
切り替えます） 

-スライドショー順番設定(ファイル名順/時間順/ランダム） 

-拡大モード(全画面/オリジナル） 


<全画面> 


麵 


くオリジナル> 


HQ 


画面に余白を残さないように拡大 
します。 

をの写真の場合、横を画面サイズ 
に合わせ、上下にはみ出した部分 
はカットされます。 


元々の画像 データを カットしないで 
お 7 F します。 

左の写真の場合、上下を画面サイ 
ズいっぱいに表示し、左ちの余白は 
黒で表示されます。 


本体の置き方(横置を/縦置さ） 

メディア選択(内蔵メモリ/ SD 力ード/ USB フラッシュ） 


•設定手順 

(1) 背面の[青ボタン]を2秒が上押し続ると、[設定1]/ニューが表示 
されます。 

内蔵メモリ空き容量： 1039255 kbyte 



設定2 

が 


スライドショー時間 

30秒 

スライドショー効ま 

ランダム 

スライドショー順番 

時間順 

拡大モード 

全画面 

本化の置きち 

横置き 

起動時のメディア 

内蔵メモリ 

左：ィ 

ち> 上; ▲ 下: ▼ 


( 2 ) 


[►も]ボタンを押すとメニュー画面に移動します。 

内蔵メモリ空き容量： 1039255 kbyte 



設定2 

が 


1 スライドショー時間 

30砂 

スライドショー効果 

ランダム 

スライドショー順番 

時間順 

拡大モード 

全画面 

本体の置き方 

横置き 

起動時のメディア 

内蔵メモリ 

左：ィ 

ち： ► 上； ▲ 下: ▼ 


口）[▼上][▲下]ボタンで設定を変更したい項目を選び、[►も]ボタ 
ンを押すと、選択した項目の設定画面が表示されます。 

_ 内蔵メモリ空き容量：1039255 kbyte 


スライドショー効ま 
スライドショー順番 
拡大モード 
本体の置きち 
起動時のメディア 


設定2 

〇な 



内蔵メモリ 


左：イち： ► 上; ▲ 下: ▼ 

(4) [▼上][▲下]ボタンで設定値を選び、[赤ボタン]を押します。 
[▼上][▲下]ボタンを押すたびに、設定値が切り替わります。数 
値の場合は、[▼上]ボタンで増え、[▲下]ボタンで減ります。 

[ホボタン]を押すと、選択内容が確定されます。 


2. [設を 2] メニューについて 


>設定項目 

觀定リメニューでは、が下の設定を行うことができます。 

. 明るさ （+2 〜 一2) 

-表示言語(日本語/英語） 

-本体バージョン(確認用） 

-画像を全消去(画像データ全て削除します） 

※取り消しが効かないので、操作にはま意してくださし、。 

. 工場出荷時にもどす獄定内容を全てエ塌出荷状態に房します） 
本体が再起動されます。操作の取り消しはできません。画像ファ 
イルは削除されません。 


•設定手順 

(1) 背面の[青ボタン]を2秒乂上押し続ると、顧定 1] メニューが表示 
されますので、[▲下]ボタンを押して[設定 2] メニューを表示させ 
ます。 


内蔵メモリ空き容量：1039255 kbyte 


設定1 

1=5 



明るさ 

0 

表示言語 

日本語 

本体バージヨン 

X , XX 

画像を全消去 


工場出荷にもどす 


左：ィ 

ち： ► 上： ▲ 下: ▼ 


(2) [►も]ボタンを押すとメニュー画面に移動します。 

内蔵メモリ空き容量：1039255 kbyte 


設定1 

1：〇 



1 明るさ 1 

► 0 

表示言語 

日本語 

本体バージョン 

X . XX 

面像を全消去 


工場出荷にもどす 



左：イ右> 上: ▲ 下: ▼ 

(3) [▼上][▲下]ボタンで設定を変更したい項目を選び、[►も]ボタ 
ンを押すと、選択した項目の設定画面が表ちされます。 

_ 内蔵メモリ空き容量：1039255 kbyte 


設定1 



表示言語 
本体バージョン 
画像を全消去 
工場出巧にもどす 




左：イ右：►上:. 


下:’ 


(4) [▼上][▲下]ボタンで設定値を選び、际ボタン]を押します。 
[▼上][▲下]ボタンを押すたびに、設定値が切り替わります。数 
値の場合は、[▼上]ボタンで増え、[▲下]ボタンで減ります。 

祿ボタン]を押すと、選択内容が確定されます。 




取り込んだ画像の方向がまちまち。 

=>本製品は、基本、写真のオリジナルのち向で表示されます。 

オリジナルのち向とは、撮影したカメラを正常な状態で表示して 
見える方向で保存されます。 

本製品の操作で、回転させることが出来ますので、手動で回転して 
ください。回転した場合、回転された状態でスライドショーされま 

す。 

回転した画像が、元に戻ってしまう。 

=>本數品は、電源を切ると、回乾した画像は元に戻ってしまいます。 
電源を切っても回転した状態でご覧になりたい場合、パソコン等 
で、画像を回転し、再保存し本製品に取り込んでくださし、。 

=>回転した画像が、10日枚を超える場合、画像によっては、回転したは 
ずの画像が、元の方向に戻ってしまう場合があります。 

その場合は、回転して表示したい画像の数量を減らしていただく 
か、画像を、/《ソコン等で、画像を回転し、再保存し、本製品に取り 
込んでください。 


お問い合わせ 


お問い合わせについては、が下の順にてご巧認いただきまずようお願いいたしまず。 

マニュアル饰刷物、添付 CD 等)をご確認くださし、。 


弊社ホームページにて 最新 FAQ 情報、最斩ドライバダウン 
口ードを ご確認ください。 


ホームぺージ 


http://buffalo-kokuyo.jp/support/ 


上記で改善しない場合は、 テクニカルサポートセンターへ 

お問い合わせください。 


Web でのお巧い合わせホ 


http://buffalo-kokuyo.jp/support/toiawase/ 


FAX でのお問い合わせ先 


050 - 5805 - 9384 


電話でのお問い合わせ先 


※電話番号はお掛け間違いのないようにごま意くださし、。 

050-3163-3177 月〜±(曰•祭曰、年末年始除く） 

^ I ^ \ i i 9:30 ~ 12:00/13:00 ~ 18:00 

X 050 から始まる IP 電話を利巧しています。 


修理品の発送巧 (A) 

く送付先> 

干 470-1 121愛知県豊明市西 j 11町島原1 -1 
バッファ ローコクヨサプライ修理センター宛 


保証契約約款 


この巧款肤お客様が睛入された舞社製品について、修理に間する保証のを件等を規定するものです。お客様 
が、この約款に規定されたを項に同意頂けない場合は保証契約をあリミ肖すことができますが、その場合肤ご 

款により、おぎおのま律上の 


購入の製品を使用することなく販売店または辟巧にごあか下さい。なお、この約款1 
権利が制陌されるものではありません。 

:製品が巧障した場合に弊社が修理を; 
い使巧方法に基づいて製品を作動さ- 


第1を淀載 
1この約款において、「保証書 J とは、保 SE 期間に: 
星な11明書をいいます。 


2この約款において、「巧障」とは、お客様が正しい 
ても、製品が正常に機能しない状態をいいます C 
3な靖徹におして、「細と化製品が巧障した場を 
4この約款において、「巧償保な」とは、この約款に 

品が巧瞎した場合であ 
当該巧瞎個所の修理を 
眼売に際して捆包され 


'行うことを巧した 
せた場合であつ 


た場合、算ホ6嚇僖巧巧当該助圖酌のいし、ます。 

この約款に規定されたを件により、辟社がお客様に対しな憤修 

理をち約ますることをいいます。 

5この約款において、「有償修理 J とは、製品が巧瞎した場合であって、お償保証が適巧されないとさ、 
お客様から責巧を頂戴して弊社が行う当該巧簡固巧の修理をいいます。 

6この約款において、「製品」とは、弊社が販売に際して お 包されたもののうち、本体部分をい A 付属 
ホ品などは含まれません。 

第2をけ 


おぶび添が品; 
を傭償保围） 


た場合、お宅 

により、巧償保証の適巧を受けることができまず。但し、巧の各号に掲げる場合は、保な巧間内であつ 
てもが借保なの適用を受けることができません。 

2修理をご依療される際に、保証書をご提示頂けない場合。 

3ご提示頂いた保証書が、製品るおよび製品シリアル No . 等の重要事項がホ記入またはお正されてい 
ること等により、偽造された疑いのある場合、または製品にき示されるシリアル No 筹の重要ま項が 
ミ肖去、削除、もしくは巧ざんされている場合。 

4販売店様が保前書にご購入曰の証巧をされていない場合、またはお客巧のご購入曰を巧認できる書 
類（レシートなど）が添付されていない場合。 

5お客なが製品をお買い上げ頂いたを、お客様による運送またはな動におし、落下または衝單等に起 
因して巧障または破損した場合。 

6お客なにおける使巧上の誤り、不当な改造もしくはお 
の接続により巧障または巧損した場合。 

7火災、巧雇、落雷、風水害、その他天を地を、または、呈 
破損した場合。 

8ミ肖耗部品が自巧摩耗または自然劣化し、消耗部品を取り換える場合。 

9前各号に掲げる場合のほか、故障の原因が、おち様の使用ち法にあると認められる場合。 


±接動に際し落下 
ま、おなが指定する 


!、または、おなが指定するものな外の機器と 
が害、その他天窒地窒、または、真常電圧などの外部的要因により、巧障または 


I お理のご依預時には黏品を弊せテクニカルサポートセンターにごを巧くださし、。テクニカルサポートセンターについ 
ては各製品ホ巧のマニュアル(電子マニュ乃レを含みます)または/わケージをご確認ください。尚、送料は送付元負 

、。郵送は固くお阶域 


担と; 

しま^ 


させていただきます。また、ご送付時には宅配巧など送付控えが残るちまでごち巧くださし、。坦 


-、修理が困資 
ぷ□と同等またはそ n な上のせ能を有 


:、製品の分招または部品の交巧もし < は巧修により巧います。但し、万一、修理が困難な場合 
または修理責用が製品価格を上回る場合には、保証対象の製> 

する他の製品と交換するまによリ対応させて頂くまがあリます 
3ハードディスク等のデータ記憶装 B またはメディアの修理に照しましては、修理の内容により、ディス 
クもしくは製品を交換する場合またはディスクもしくはメディアをフォーマットする場合などがござい 
ますが、修理の暖、辟社は記憶されたデータについてバックアップを作成いたしません。また、巧社は 
当該データのお潰、消失などにつさ、一切の責任を負いません。 

4お償條理により、交換された旧部品または旧製品等は、巧社にて適宜廃棄処分させて頂きます。 

5有憤修理により、巧換された旧部品または旧製品等についても、掉社にて適宜廃棄化分させて頂き 
ますが、修巧をご依頼された際にお客様からお知らせ頂ければ、旧部品等を返品いたします。但し 
ヒご意向に添えない場合もございます。 

巧意ま； 

当該製： 

わた縣 

当!^に基づ< 

倍に閲するもの’ 

S について保証' 


部品の性質上こ 
第4条询責き骑 
1おぎ様がご賭ス 
巧またレ 
2お難； 

修補しま； 

3巧社にま 


ずご賭入された製品について、薛社に巧意または重大な過失があった場合を除き、價お不届 
巧または不法行為にちづく損害賠償責任は、当該製品の購入巧金を限度と致します。 

)- も-客横がご谓入された製品につし、て、隠れた樹扳)银つた場合がこ^^の規定にかかわらず、顯にて当! 


こおける保なは、お客端がご購入された製品の機能に閲するものであり、ハードディスク等のデータ 
記憶尝置について、記憶されたデータの消失または破損について保証するものではあリません。 

第5条(ち細範囲） 

この約款肤日本国内においてのみ有効です。また巧みでのご巧巧につきましては、辟社はいかなる保 
証もいたしません。 


•製品の仕様、デザイン、および本書の内容については、改良のため予告なしに変更 
される場合があり、現に購入された裝品とは一部異なることがあります。 
•BUFFALO™ は、株式会社メルコホールディングスの商標です。本書に記載されてい 
る他社製品名肤一般に各社の商標または登録商標です。本書では、 TM 、®、 ◎などの 
マークは記載していません。 

• IrSimple™ 、 IrSST" または IrSimpleShot™ は 、 Infrared Data Association ® の 商標です。 


株式会社バッファローコクヨサプライ 
BSDP 01 シリーズ取扱説明書 


第5版発行2日10/12/17 
KM 00-0096-05 
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